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研究成果の概要（和文）：本研究では、わが国と中国雲南省の農業集落のミクロデータを用いて、

集落の社会的異質性やソーシャル・キャピタル(SC)が農村共有資源管理に果たす役割を検討し

た。その結果、(1)集落の寄合によって蓄積される SC は、わが国の共有資源の管理水準を高め

る役割を果たすとともに、集落の社会的異質性の進展は資源管理行動に影響を及ぼすことが、

(2)集落の社会的異質性は水管理人の選抜過程等の経路を介して、中国農村の共有資源管理に影

響を及ぼすことがわかった。以上より、集落の社会的異質性が共有資源管理に影響を及ぼす日

中共通の要因であることが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：This research investigates the role of social capital in the 
management of rural common-pool resources using the community-level data of rural 
communities collected in Japan and China. Our main findings are as follows. (i) Social 
capital and social heterogeneity in rural communities play significant roles in the 
management of rural common-pool resources in Japan. (ii) Social heterogeneity in rural 
communities in China has a determinant impact on the likelihood or success of resource 
management through benefit distribution channels by water managers. These results 
indicate that social heterogeneity in rural communities is one factor common to Japan and 
China in rural common pool resource management. 
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１．研究開始当初の背景 
 農業の多面的機能が果たす役割の重要性

が主張されるようになって、久しい。これま
で、多面的機能の役割評価を目的として、農
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業生産以外の面で、水田や農業が発現する外
部効果の評価額の算出や評価方法に関する
研究が数多く行われてきた。これらの研究は、
環境便益等の農業の外部効果に対する支払
い意思額等を検討していることから、多面的
機能の需要面に関する研究として位置づけ
ることができる。一方、農業の多面的機能は、
村民や地域住民による慣習的かつ内生的な
協力行動によって集落の資源管理を行うこ
とで、供給されているケースも多い。しかし、
こうした多面的機能を供給する財、とりわけ
公共財としての農村共有資源（ rural 
common-pool resources）を持続的に管理し、
それが発揮する外部効果を適切に維持する
ための制度や要因を検討している研究とし
て、記述的な分析は存在するものの、定量的
な観点から分析を行っている研究は極めて
少ない。 
2000 年農業センサスの結果によれば、わが

国で農道、農業用用排水路を管理している集
落割合はそれぞれ 65％、78％であり、多くの
農業集落は、共同出役等の形で水路・水利施
設の管理を行っている。しかし、農林水産省
大臣官房情報課「農村の地域資源（農地、農
業用水等）の維持管理に関する農家の意向調
査結果」（2005 年 2 月公表）によれば、農業
用水、農道等の農業生産資源を維持・管理す
るための活動へ参加することに「負担を感じ
る」もしくは「どちらかといえば負担を感じ
る」と回答した農業者の割合は 54％となって
おり、今後、共有資源をはじめとする農村地
域資源の管理水準の低下が危惧されている。 
農村地域資源のうち、とりわけ、ため池や

水路をはじめとする農村共有資源は、高い競
合性を有する一方で、排除性の低い財である。
Hardin が指摘したように、オープン・アクセ
スのもとでは資源利用者が資源を過剰利用
し、その維持・管理を怠ると、資源の機能は
低下する可能性がある。しかしながら、現実
には、集落内の濃密な人的交流によって形成
される信頼関係・慣習や長期的な取引関係の
もとで形成された規範によって、共有資源が
適切に管理されているケースは数多く存在
する。集落内で一度信頼が形成されると、必
ずしも利益追求のみによって協力が達成さ
れるとはいえない。信頼は農村構成員の行動
に対する期待の束として規範や慣習を形成
する。こうした信頼から形成される社会関係
の束は、ソーシャル・キャピタル（社会関係
資本，social capital）と呼ばれる。また、
農村集落のような小集団コミュニティは、市
場や国家が果たし得ない機能を有すること
がある。長期的かつ緊密な人間関係を有する
農村集落は、ソーシャル・キャピタルを用い
ることによって、農村共有資源を管理してき
た。そして、先行研究において、特定の国な
いしは地域を対象として、農村共有資源管理

と規範・慣習をはじめとするソーシャル・キ
ャピタルとの関係がこれまで検討されてき
た。しかし、慣習や規範といったソーシャ
ル・キャピタルを形成する社会関係の束は、
経済発展に伴う農外労働市場の展開や土地
制度をはじめとする市場制度のあり方に応
じて変化すると推察される。こうした経済発
展や市場制度の変化のもとで、ソーシャル・
キャピタルが農村共有資源管理に果たす役
割を検討するためには、市場制度や経済発展
水準の異なる国間での比較の視点が重要で
あると考えられる。しかし、市場制度や経済
発展水準の異なる国の間で農村共有資源管
理とソーシャル・キャピタルや資源管理集団
の属性との関係について、比較を行っている
研究はほとんどない。 

 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、市場制度や経済発展水準

の異なる二つの国、具体的には、中国とわが
国の農村共有資源管理を対象として、両国の
比較を通じて、ソーシャル・キャピタルや資
源管理集団の属性が農村共有資源管理に果
たす役割を明らかにすることにある。特に、
ソーシャル・キャピタルを醸成する集落の慣
習・規範・信頼関係が市場制度・経済発展水
準の差異を通じて、両国農村の共有資源管理
にもたらす影響に着目して、分析を行う。 

 
 

３．研究の方法 
 2007 年度は、わが国の農村共有資源、とり
わけ農業集落の農業用用排水路や農道を対
象として、その管理を目的として実施される
集落の共同行動の成立要因を検討した。検討
に際しては、全農業集落を調査対象として実
施される『2000 年農林業センサス農業集落調
査』の個票データ（サンプル数：約 13 万）
を用い、特に集落規模や集落の社会的異質性
ならびにソーシャル･キャピタルを醸成する
役割を果たすと考えられる集落の寄合が共
有資源管理に果たす役割に着目して、計量的
な分析を行った。 
 2008 年度は、中国雲南省農村において収集
した灌漑管理に関するミクロデータを用い
て、中国農村における農村共有資源管理メカ
ニズムを検討した。特に、調査対象地域が少
数民族の居住地域である特徴をふまえて、農
業集落の社会的異質性と共有資源管理の関
係に着目した分析を行った。分析では、集落
の社会的異質性の共有資源管理への直接的
な影響経路を検討するのではなく、集落の社
会的異質性と関係を有する水路管理人の選
抜プロセス、水分配の方法ならびに灌漑シス
テムの資源属性を経由した、間接的な影響経
路が共有資源管理に及ぼす影響を検討した。 



 

 

 2009 年度は、農林水産省『農林業センサス
農業集落調査』における 1980 年、1990 年、
2000 年の集落個票データにおける北海道、東
京都、大阪府、沖縄県を除く 43 府県から各
50 集落を無作為抽出し、パネルデータ（サン
プル数：約 6500）を構築するとともに、これ
を用いて、わが国農業集落の農村共有資源管
理メカニズムを検討した。また、日中比較を
通じて、農村共有資源管理に影響を及ぼす共
通の要因を検討した。 
 
 
４．研究成果 
 2007 年度における農業集落調査の集落個
票データを用いた検討からは、(1)集落戸数
や非農家率と共有資源の管理水準の間には U
字型や逆 U字型で表される非線形の関係が存
在し、集落戸数の増加や非農家率の大幅な高
まりは管理水準を低下させる方向に作用す
ること、（2)集落の寄合によって蓄積される
ソーシャル･キャピタルは、共有資源の管理
水準を高める役割を果たすこと、(3)集落社
会の多様性や分極化は、共有資源管理に影響
を及ぼさない一方で、集落内農家の経営規模
の多様化や二極化は、共有資源管理に影響を
及ぼすことから、集落社会そのものよりもむ
しろ、農家集団のあり方が共有資源の管理水
準に強い影響を及ぼしている可能性がある
ことが示唆された。これらの分析結果は、わ
が国におけるほぼ全ての農業集落を対象に
得られた結果であることから、一定の普遍性
を有する知見であると解釈できる。 
 2008 年度は、中国雲南省農村において収集
した灌漑管理に関するミクロデータを用い
て、中国農村における農村共有資源管理メカ
ニズムを検討した。検討の結果、集落内の民
族的な異質性は、水路管理人の選抜プロセス
や集落の水管理条件といった間接的な経路
を通じて、取水をめぐるコンフリクトの発生
数や盗水の発生といった形で、灌漑システム
の管理水準に影響を及ぼしていることがわ
かった。つまり、集落の社会的異質性は、水
路管理人による選抜プロセス・利益分配なら
びに水供給条件などの灌漑システムの資源
属性といった間接的な経路を介して、共有資
源管理の成否に影響を及ぼしている。以上の
点は、わが国の農業集落の社会的異質性が共
有資源管理に影響を及ぼすことを明らかに
した、2007 年度の研究結果と整合的である。 
 2009 年度は、1980 年から 2000 年までの過
去 20 年間の農業集落のパネルデータを構築
し、構築したパネルデータの分析を行った。
パネルデータによる分析を行うことによっ
て、経済発展に伴う異時点間の農業集落固有
の変化をコントロールしつつ、農業集落の社
会的異質性やソーシャル・キャピタルが共有
資源管理に及ぼす影響を検討することがで

きる。検討の結果、(1)集落の規模は共有資
源管理のための共同行動の実施に影響を及
ぼさないこと、(2)寄合回数に代理されるソ
ーシャル・キャピタルは共有資源管理のため
の共同行動を促進すること、(3)農業集落の
構成員の多様化や非農家率の上昇といった
集落の社会的異質性の進展は、一定水準まで
共同行動を促進する一方、その水準を超える
と、共同行動の阻害要因となることがわかっ
た。共有資源管理に関する大半の先行研究で
用いられてきたクロスセクションの小規模
サンプルでは、水系や地形など対象地域固有
の要因と普遍的な要因を峻別して、共有資源
管理メカニズムを検討することは困難であ
った。本研究では、大規模なクロスセクショ
ンデータやパネルデータを用いて、地域固有
の要因や時間効果をコントロールしつつ、わ
が国農業集落におけるソーシャル・キャピタ
ルや社会的異質性と共有資源管理の関係を
明らかにした。そして、ソーシャル・キャピ
タルや農業集落の社会的異質性が共有資源
管理に影響を及ぼしていることを明らかに
した。以上で明らかにされた関係のうち、農
業集落の社会的異質性が果たす役割は、中国
農村における分析結果においても明らかに
されている点であることから、資源管理集団
の社会的異質性が共有資源管理に果たす役
割は日中農村に共通であることが示唆され
た。 
以上より、本研究では、日中農村の比較を

通じて、先行研究において確定的な結論の得
られていない、集団の社会的異質性と共有資
源管理の関係に、一定の関係が存在すること
が示唆された。この結果は、日中両国のよう
に市場制度や経済発展水準の異なる段階に
おいても、資源管理集団の社会的異質性が共
有資源管理に影響を及ぼすことを示してい
るとともに、共有資源管理のメカニズムを考
察する上で、資源管理集団の社会的異質性を
考慮に入れる必要があることを示唆してい
る。 
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